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2019年1月28日午前10時30分より日本産業・医療ガ

ス協会へ要請を行いました。

組合からは、8名の参加で協会からは3名の常務執行

役員が対応していただきました。

要請内容は、トラック産業はいま、若年層の労働力不

足でドライバーの高齢化が深刻な影を落としている。そ

の背景には、トラック産業は全産業と比べて低賃金、長

時間過密労働で過労死認定件数も各産業の中でも最

も多く魅力のない産業になっていること。これを改善す

るには、荷主の発注条件が道路貨物運送事業の労働

環境に多大な影響を与えていることから、協会加盟企

業に対し速やかに改善処置を講じるよう周知徹底され

ること。その際、運送事業者の経営と労働者の生活、

健康、輸送の安全が確保できる運賃とすることとともに、

長時間労働を抑制するために無理のない配送時刻、

過労運転・労働組合排除など、違法・脱法行為を前提

とした事業者との取引を排除し、法遵守につとめる事

業者との取引とすることを求めました。

協会は長時間労働の原因の１つに余裕のない小さ

いタンクがあるとして、タンクの大型化に取り組んでい

る。また、時間指定がこの業界は非常に多い、ユーザー

には時間指定を減らすように取り組んでいるが、難し

い問題があり、今後、時間指定を求めるユーザーには、

運賃をあげることも考えているが、協会として取り組む

と独禁法ににかかる問題であるので、各社独自でできないか、先頭を切ってやっていだだける協会加盟企業があれば

追随する企業が出てるのがいいのですが。という答えにとどまりました。

運賃を引き上げる問題については各社ガスの

値段が下がっている中、運賃を引き上げと逆ザ

ヤになる現状があることも言われていました。

最後に協会としてもドライバー不足の現状を打

開したいのは一致することなので、年に2回か3回

会員企業に集まっていただいて会議を行なって

いるので、今日の内容をその中で話していきます

ということで要請行動を終了しました。

全国酸素部会部会長 米田 順一

全ト協での日本産業医療ガス協会への要請内容の記者報告
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全国トラック部会第一回幹事会が東京都台東区民会館で１月２７日（日）１３時から行われました。

はじめに報告事項として活動経過と会計報告あり、その後に2019年春闘の具体化の提案がりました。内容は第２０

回中央委員会で決定された春闘方針に基づいて、全国トラック部会として統一要求基準の確立と組織拡大に向けて

決起の場として成功させる事です。

トラックパレードや決起集会・宣伝行動についても各県の開催日程の確認と前幕の取り扱いの確認がされました。宣

伝行動に合わせたビラの確認では、ポケットティッシュに入れるビラを全国酸素部会として裏面の活用も出されました。

部会として機関紙部で宣伝記事を考える必要があります。

３・７中央行動についても地方局交渉に合わせて要請

書を２月６日までに意見集約をする事、各地方局交渉

の強化をする事などの議論をしました。

全国トラック部会の統一宣伝行動は４月５日（金）に行

うので宣伝物は３月完成を目処に作成します。また、明

日の労使共同中央行動の要請先と任務分担を行いま

した。

全国酸素部会は日本産業医療ガス協会への要請で

任務分担は責任者に鷹巣、記録係に米田、写真係に

斎藤に決まり８名で行く事を確認しました。

その後、浅草駅近くで労使の前泊交流会を行いまし

た。写真は交流会後に浅草寺に寄った時の写真です。

大阪トラック部会事務局長 鷹巣準

ＰＬＰ会館 アクセス国労会館 アクセス

２月９日 ２月１０日

全国酸素部会 幹事会 国労会館 ９：００～ 全国酸素部会総会 ＰＬＰ会館 ９：００～

大陽日酸連絡会・総会 国労会館 １３：００～ 高圧ガス輸送安全講習会 ＰＬＰ会館 １４：００～

ＡＬＪ連絡会 ＡＬＪ連絡会事務所 １３：００～


